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参考：JRC 日本蘇生協議会（ガイドライン 2020） 
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学生の皆さんは AED とは何か知っていますか？AED とは、Automated External Defibrillator の略で、自動体

外式除細動器の事です。何らかの原因で突然心停止した傷病者の心電図を測定し解析を行い、必要に応じて電気

ショックを与え、心臓を正常な動きに戻す装置です。電気ショックが必要とされるか否かは、AED が心電図をみ

て自動的に判断します。ここでは AED の使い方を解説しますので参考にして下さい。 

一次救命処置 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                強く、早く、絶え間なく胸骨圧迫を！                  

 

 

 

 

AED は、使用者に専門的な医療知識を必要としません。胸骨圧迫の手順なども音声で指示が出るので、その通り

に行動すれば大丈夫です。また、AED の講習会を受ける事で、より確実に実施出来るようになります。講習会は

消防署などで定期的に行われています。 

 

AED の使い方 

反応はあるか 
 
 
 
 

安全確認 
 

具合を尋ねる 

 

大声で応援を呼ぶ 
119 番通報・AED 依頼 

通信司令員の指示に従う 
 

普段通りの 
呼吸はあるか 

様子を見ながら 
応援・救急隊を待つ 

ただちに胸骨圧迫を開始する 
強く（約 5㎝胸が沈むように）

早く（100～120 回/分） 
絶え間なく（中断を最小に） 

 

胸骨圧迫
を続ける 
 

AED 装着 

心電図解析 
電気ショックは

必要か 

電気ショック 
ショック後ただちに 
胸骨圧迫から再開 

ただちに胸骨圧迫から 
再開 

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者に普段通りの呼吸や目的
のある仕草が認められるまで続ける（AED は付けたまま） 

肩を軽く叩き「大丈夫ですか？」
と声をかける 

通信司令員の指示を聴く際は 
スマホのスピーカー機能を活用
する 

 

誰も傷病者の体に
触れていない事を
確認してからショ
ックボタンを押す 
も 

人が倒れていたら、まず周囲の
安全を確認する 

疲れると胸骨圧迫の
効果が低下するため、
複数の救助者がいる
場合は、1～2 分をめ
どに交代して行う 

 

まだ数は少ないですが、ショ
ックボタンを有さず、AED が必
要と判断した際に自動で電気
ショックを流すオートショッ
ク AED というものもありま
す。海外ではすでに普及して
おり、今後は日本でも設置数
が増える見込みです 

 

音声ガイダンスに従い、
電極パッドの図の通り
傷病者の胸に貼る 

胸とお腹の動きを 
見て 10 秒以内に判断 

 


